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航行の難所 乳之瀬戸
海峡が狭く激しく流れる潮流。昔は上下航行する船が
潮待ちするほどの難所だった。（諸浦地区）



▼
議
会
関
係

Ｑ　

議
員
定
数
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。（
全
会
場
）

Ａ　

議
会
活
性
化
調
査
特

別
委
員
会
で
調
査
検
討
中

で
あ
る
と
答
弁
し
た
が
、

平
成
24
年
第
４
回
議
会
定

例
会
で
、
定
数
は
次
の
選

挙
か
ら
16
を
14
に
削
減
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

Ｑ　

議
員
研
修
の
目
的
と

そ
の
成
果
は
。（
山
門
野
）

Ａ　

研
修
は
、
議
員
全
体

に
よ
る
先
進
地
研
修
、
常

任
委
員
会
の
所
管
事
務
調

査
、
特
別
委
員
会
の
調
査

研
究
等
そ
れ
ぞ
れ
目
的
を

持
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

　

研
修
内
容
は
議
会
だ
よ

り
で
報
告
し
、
そ
の
成
果

は
町
の
防
災
計
画
や
産
業

の
振
興
策
等
町
政
発
展
の

た
め
の
提
言
を
行
っ
て
い

る
。

Ｑ　

通
年
議
会
制
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

（
城
川
内
）

Ａ　

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

中
学
校
１
校
）

Ｑ　

小
学
校
閉
校
後
の
跡

地
活
用
は
。（
獅
子
島
）

Ａ　

獅
子
島
小
・
幣
串
小

ご
と
の
活
用
に
沿
っ
た
支

援
を
考
え
る
。
地
元
間
の

調
整
も
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ　

高
校
が
な
く
な
り
、

町
外
の
高
校
に
通
っ
て
い

る
。
通
学
費
・
授
業
料
等

に
対
し
て
親
の
負
担
軽
減

は
。（
平
尾
）

Ａ　

議
会
で
も
取
り
上
げ

て
い
る
。
再
度
、
町
と
対

応
し
て
い
く
。

▼
防
災
関
係

Ｑ　

原
子
力
発
電
所
事
故

に
対
す
る
対
策
は
。（
下

山
門
野
・
山
門
野
）

Ａ　

国
は
原
発
事
故
が
発

生
し
た
場
合
の
屋
内
退
避

な
ど
が
必
要
な
防
災
対
策

の
重
点
区
域
を
30
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
圏
内
に
拡
大
。

本
町
の
一
部
が
区
域
内
に

入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

田
尻
地
区
に
放
射
能
監
視

リ
ッ
ト
を
研
究
し
、
平
成

25
年
３
月
議
会
で
議
会
基

本
条
例
を
制
定
す
る
ま
で

に
結
論
を
出
す
予
定
。

Ｑ　

議
員
活
動
は
何
日
出

席
し
て
い
る
か
。（
川
床
）

Ａ　

平
成
23
年
は
定
例

会
・
臨
時
会
で
53
日
、
常

任
委
員
会
等
委
員
会
活
動

で
82
日
、
ほ
か
町
が
設
置

す
る
各
種
団
体
の
会
議
等

に
委
員
と
し
て
出
席
し
て

い
る
。

▼
教
育
関
係

Ｑ　

長
島
本
島
地
区
の

小
・
中
学
校
統
廃
合
は
。

（
下
山
門
野
・
鷹
巣
・
山

門
野
・
城
川
内
）

Ａ　
「
長
島
町
立
学
校
等

の
規
模
・
配
置
の
在
り
方

検
討
委
員
会
」
の
答
申
を

踏
ま
え
、
平
成
25
年
度
に

本
島
地
区
の
実
施
計
画
を

策
定
。統
廃
合
の
推
進
は
、

「
小
中
学
校
統
廃
合
推
進

協
議
会
」
で
協
議
し
て
い

く
。（
答
申
骨
子
・
・
・

本
島
小
学
校
４
校
、
本
島

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
。

　

具
体
的
に
は
県
の
防
災

計
画
見
直
し
結
果
に
基
づ

き
、
町
の
地
域
防
災
計
画

を
見
直
す
。

Ｑ　

高
潮
の
現
状
と
対
策

は
。（
下
山
門
野
・
浦
底
）

Ａ　

高
潮
被
害
は
全
国
的

な
現
象
で
、
国
で
も
現
状

把
握
や
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

　

抜
本
的
な
対
策
に
は
莫

大
な
費
用
が
見
込
ま
れ
、

高
潮
に
対
す
る
漁
港
の
改

良
な
ど
補
助
事
業
が
今
の

と
こ
ろ
無
い
。

　

対
策
と
し
て
、
町
で
は

補
助
制
度
等
の
創
設
要
望

や
、
恒
常
的
に
浸
水
す
る

個
所
の
調
査
と
技
術
的
な

問
題
の
検
討
お
よ
び
台

風
・
豪
雨
・
津
波
な
ど
の

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

の
避
難
道
路
、
避
難
場
所

の
整
備
、
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
住
民
に
周
知
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

て
は
陳
情
を
重
ね
、
事
業

の
前
倒
し
を
要
望
す
る
。

▼
産
業
・
道
路
関
係

Ｑ　

農
地
の
基
盤
整
備
と

農
道
、
畑
地
か
ん
が
い
施

設
の
整
備
を
。（
下
山
門

野
）

Ａ　

受
益
者
の
要
望
が
あ

り
、
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば

補
助
事
業
を
活
用
し
た
整

備
が
進
め
ら
れ
る
。

Ｑ　

竹
林
の
荒
廃
対
策
と

し
て
、
ま
た
、
土
壌
改
良

に
竹
パ
ウ
ダ
ー
が
効
果
が

あ
る
と
聞
く
。
町
の
対
策

は
。（
下
山
門
野
）

Ａ　

果
実
の
な
る
作
物
に

対
し
て
は
、
糖
度
上
昇
等

の
効
果
は
認
め
ら
れ
て
い

る
。

　

し
か
し
、
バ
レ
イ
シ
ョ

の
ソ
ウ
カ
病
対
策
に
つ
い

て
は
現
段
階
で
は
不
明
で

あ
り
、推
進
し
て
い
な
い
。

Ｑ　

赤
崎
ダ
ム
の
水
を
活

用
し
た
バ
レ
イ
シ
ョ
の
防

霜
対
策
は
。（
下
山
門
野
）

Ｑ　

屋
外
に
い
る
時
は
防

災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
。

災
害
発
生
の
伝
達
方
法

は
。（
平
尾
）

Ａ　

町
の
振
興
計
画
で

は
、
防
災
行
政
無
線
を
平

成
25
年
度
実
施
計
画
、
平

成
26
年
度
か
ら
整
備
の
計

画
。
町
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ひ
と
つ
の
手
段
と

し
て
防
災
行
政
無
線
の
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
音

声
で
情
報
伝
達
と
併
せ
て

視
覚
に
訴
え
る
方
法
や
エ

リ
ア
メ
ー
ル
を
利
用
し
た

伝
達
も
検
討
さ
れ
て
い

る
。

Ｑ　

災
害
時
、
避
難
場
所

へ
の
誘
導
経
路
と
し
て
里

道
の
整
備
や
本
浦
・
葛
輪

間
の
県
道
バ
イ
パ
ス
の
建

設
等
の
考
え
は
。（
諸
浦
）

Ａ　

被
災
地
で
の
議
員
視

察
研
修
を
踏
ま
え
、
議
会

は
町
と
と
も
に
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

を
急
が
せ
、
県
道
に
つ
い

Ａ　

防
霜
フ
ァ
ン
や
ト
ン

ネ
ル
栽
培
、
パ
オ
パ
オ
被

覆
等
あ
ら
ゆ
る
現
地
試
験

を
実
施
し
て
き
た
が
、
設

置
経
費
や
効
果
等
の
関
係

で
定
着
し
て
い
な
い
。

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度

に
お
い
て
大
隅
地
区
で
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
る
細
霧

法
に
よ
る
試
験
を
メ
ー

カ
ー
の
協
力
に
よ
り
計
画

す
る
。

Ｑ　

鳥
獣
害
対
策
で
捕
獲

者
の
育
成
を
。（
浦
底
）

Ａ　

町
で
は
鳥
獣
捕
獲
指

導
員
１
人
、
捕
獲
員
３
人

を
雇
用
し
、
対
応
に
あ

た
っ
て
い
る
。
年
間
５
０

０
～
６
０
０
頭
捕
獲
さ

れ
、
生
息
数
は
減
少
傾
向

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
も
捕
獲
指
導
事
業

は
継
続
し
、
捕
獲
ワ
ナ
等

の
資
格
取
得
に
対
す
る
助

成
事
業
も
検
討
す
る
。

Ｑ　

獅
子
島
架
橋
早
期
実

現
の
た
め
林
道
を
町
道
・

県
道
に
格
上
げ
し
、
産
業
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議
会
で
も
特
別
委
員
会

を
設
置
し
対
策
を
検
討
中

で
あ
る
。

Ｑ　

行
政
機
能
の
維
持
向

上
策
に
つ
い
て
、
指
江
庁

舎
は
支
所
に
な
る
の
か
、

支
所
と
し
て
も
事
務
処
理

で
き
る
よ
う
に
。（
指
江
）

Ａ　

合
併
協
議
会
の
決

定
、
行
政
改
革
推
進
委
員

会
、
町
有
施
設
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
の
答
申
を
尊

重
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
対
策
を
見

守
る
。

Ｑ　

役
場
・
消
防
・
診
療

所
等
公
共
施
設
を
一
体
的

に
整
備
。（
浦
底
）

Ａ　

合
併
協
議
会
の
決

定
、
行
政
改
革
推
進
委
員

会
、
町
有
施
設
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
の
答
申
を
尊

重
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
対
策
を
見

守
る
。

▼
交
通
関
係

Ｑ　

天
長
フ
ェ
リ
ー
船
舶

振
興
を
促
進
す
べ
き
で

は
。（
獅
子
島
）

Ａ　

現
在
は
、
林
道
で
の

改
良
が
最
善
と
し
て
取
り

組
ま
れ
て
お
り
、
時
期
を

見
て
町
道
・
県
道
へ
の
対

策
を
な
す
べ
き
。

　

産
業
振
興
は
バ
レ
イ

シ
ョ
の
産
地
化
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
夢
追

い
獅
子
島
架
橋
基
金
も
創

設
さ
れ
、
国
県
へ
の
要
望

等
支
援
す
る
。

Ｑ　

雇
用
対
策
で
七
郎
山

山
頂
の
環
境
整
備
、
獅
子

島
一
周
道
路
の
草
払
い

は
。（
獅
子
島
）

Ａ　

緊
急
雇
用
対
策
事
業

は
平
成
24
年
度
で
終
了
す

る
の
で
、
今
後
は
新
規
事

業
導
入
等
の
努
力
を
町
に

要
望
す
る
。

Ｑ　

町
内
の
主
な
通
り
に

街
路
灯
を
設
置
し
、
観
光

長
島
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

は
図
れ
な
い
か
。（
鷹
巣
）

Ａ　

防
犯
灯
設
置
は
要
望

に
よ
り
対
応
さ
れ
て
い
る

更
新
へ
の
支
援
は
。（
獅

子
島
）

Ａ　

船
舶
の
更
新
な
ど
将

来
へ
の
対
応
は
、
航
路
の

改
善
対
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
国
庫
補
助
航
路
の

指
定
を
受
け
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

▼
集
落
関
係

Ｑ　

公
民
館
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
の
継
続
は
。（
山
門

野
・
平
尾
）

Ａ　

平
成
22
年
度
か
ら
平

成
24
年
度
ま
で
の
３
年
間

実
施
し
た
が
、
各
公
民
館

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

取
り
組
ま
れ
、
公
民
館
の

活
性
化
に
役
立
つ
と
各
地

域
か
ら
事
業
継
続
の
要
望

が
あ
る
た
め
、
さ
ら
に
内

容
の
検
討
を
行
い
、
継
続

の
方
向
で
進
め
た
い
。

Ｑ　

集
落
合
併
の
推
進

は
。（
山
門
野
・
蔵
之
元
）

Ａ　

強
制
は
で
き
な
い
。

集
落
間
で
話
し
合
い
合
併

を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

が
、
街
路
灯
に
つ
い
て
は

対
応
し
て
い
な
い
。
特
色

あ
る
街
並
み
形
成
に
は
魅

力
が
あ
り
、
町
の
行
動
を

支
援
し
て
い
く
。

Ｑ　

県
道
平
尾
川
床
線
と

の
交
差
点
は
道
幅
も
狭
く

交
通
量
も
多
い
。
早
急
な

着
手
を
。（
平
尾
）

Ａ　

早
期
完
成
を
目
指

し
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
要

望
し
て
い
く
。

※
平
尾
交
差
点
か
ら
柴
原

間
の
事
業
実
施
が
決
定
さ

れ
た
。

Ｑ　

茅
屋
港
か
ら
口
ノ
福

浦
港
ま
で
の
２
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
改
良
工
事
は
。（
平

尾
）

Ａ　

集
落
か
ら
の
同
意

書
、
測
量
承
諾
書
等
の
取

り
ま
と
め
を
期
待
す
る
。

▼
観
光
関
係

Ｑ　

高
串
公
園
を
憩
い
の

場
と
し
て
整
備
。（
蔵
之

元
）

Ａ　

高
串
公
園
の
活
用
を

今
後
進
め
る
実
施
計
画
策

定
へ
向
け
た
協
議
等
を
注

視
し
、
真
に
子
ど
も
の
教

育
の
た
め
の
統
廃
合
計
画

と
な
る
よ
う
、
位
置
を
含

め
皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
合
併
協
議
会

の
決
定
、
行
政
改
革
推
進

委
員
会
・
町
有
施
設
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
の
答
申

を
踏
ま
え
、
町
が
進
め
る

計
画
が
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
か
な
い
も
の
で

あ
る
よ
う
対
策
を
見
守
っ

　

雇
用
対
策
事
業
や
ふ
る

さ
と
納
税
等
の
予
算
を
活

用
し
実
施
。

▼
生
活
・
施
設
関
係

Ｑ　

地
元
若
者
の
定
住
促

進
対
策
と
し
て
町
営
住
宅

の
建
設
は
で
き
な
い
か
。

（
下
山
門
野
）

Ａ　

住
宅
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
地
元
で
用
地
の
確

保
を
お
願
い
し
た
い
。

　

空
き
家
を
活
用
し
た

「
定
住
促
進
空
き
家
活
用

事
業
」
を
推
進
し
、
若
者

の
定
住
促
進
を
支
援
し
て

い
る
。

Ｑ　

役
場
庁
舎
利
用
に
つ

い
て
分
庁
で
は
不
便
で
あ

る
。（
獅
子
島
・
鷹
巣
）

Ａ　

町
有
施
設
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
で
答
申
さ
れ

て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
対
策
を
見

守
る
。

Ｑ　

鷹
巣
診
療
所
の
利
便

性
向
上
対
策
は
。（
鷹
巣
）

Ａ　

鷹
巣
診
療
所
は
昭
和

意
見
交
換
会
を
終
え
て

　

各
地
域
か
ら
多
く
の
意

見
等
提
言
を
い
た
だ
き
、

大
字
理
事
を
は
じ
め
公
民

館
長
各
位
の
ご
協
力
に
対

し
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

特
に
、
各
地
域
の
関
心

が
高
か
っ
た
「
町
立
小
・

中
学
校
の
統
廃
合
関
係
」、

「
役
場
庁
舎
の
在
り
方
」

等
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

意
見
の
沿
う
結
果
と
な
る

よ
う
今
後
注
意
深
く
見
守

り
、
判
断
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
「
川
内
原
子
力
発
電
所

に
関
す
る
防
災
対
策
」も
、

町
民
の
安
心
し
た
生
活
を

守
る
た
め
に
安
全
確
保
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
項
で
す
。

　
「
町
立
小
・
中
学
校
の

統
廃
合
関
係
」
に
つ
い
て

は
、
意
見
の
内
容
も
そ
れ

ぞ
れ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
は
、
前
述

に
記
載
し
た
と
お
り
、
基

本
的
に
は
教
育
委
員
会
が

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

景
観
の
整
備
（
旧
施
設
の

撤
去
、
草
払
い
等
に
よ
る

遊
歩
道
の
整
備
等
）
と
、

人
が
集
ま
る
催
し
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

▼
財
政
関
係

Ｑ　

町
債
残
高
が
多
い
の

で
は
。（
獅
子
島
）

Ａ　

財
政
諸
指
数
お
よ
び

予
算
で
の
町
債
額
と
公
債

費
と
の
バ
ラ
ン
ス
は
保
た

れ
て
い
る
。

Ｑ　

花
街
道
の
今
後
の
対

策
、
将
来
に
お
け
る
財
政

は
。（
蔵
之
元
）

Ａ　

町
か
ら
2
団
体
へ
委

託
。
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
で
年
２
～
３
回

植
え
替
え
し
て
い
る
。

て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
長
島
高
校
跡

地
活
用
に
つ
い
て
は
、
跡

地
を
活
用
す
る
こ
と
が
町

に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る

施
策
を
今
後
も
模
索
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
で

出
さ
れ
た
貴
重
な
意
見

は
、
今
後
の
議
会
活
動
や

町
政
発
展
の
た
め
に
生
か

し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
議
会
に
対
し

て
ご
支
援
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

55
年
４
月
開
業
。
32
年
余

り
が
経
過
し
、
老
朽
化
が

進
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ

十
分
に
活
用
で
き
る
施
設

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
病
棟
（
入
院

室
）
も
狭
く
、
駐
車
場
も

狭
い
。
ま
た
、
維
持
管
理

費
が
嵩
ん
で
き
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。

　

診
療
所
は
国
の
補
助
金

に
よ
り
建
設
さ
れ
て
お

り
、
新
た
な
建
設
に
向
け

て
は
建
設
委
員
会（
仮
称
）

に
お
い
て
協
議
を
予
定
さ

れ
て
い
る
。

Ｑ　

長
島
高
校
跡
地
は
県

で
更
地
に
さ
れ
な
い
の

か
。
特
別
な
施
設
「
刑
務

所
」
の
誘
致
、
ま
た
は
、

役
場
庁
舎
と
し
て
活
用
し

て
は
。（
山
門
野
・
指
江
・

蔵
之
元
）

Ａ　

更
地
化
に
つ
い
て
は

多
額
の
費
用
が
か
か
り
、

県
は
考
え
て
い
な
い
。

　

跡
地
活
用
は
町
も
企
業

誘
致
等
い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。

跡地活用を模索している長島高校跡地

整備が望まれる高串公園
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 2億5656万       6千円を追加

空き家活用事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,598 千円
自治公民館チャレンジ提案事業補助・・・・・・・・・・・1,000 千円
テレビ共同受信施設建設補助（葛輪、蔵之元地区）・・・・13,175 千円
離島航路維持に対する補助（天長フェリー）・・・・・・・・8,236 千円
蔵之元漁港の整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10,000 千円
観光施設の修繕（太陽の里トイレ、ピクニック広場）・・・・2,457 千円
温泉センターの修繕（東泉望、椿の湯）・・・・・・・・・・1,484 千円
浄化槽設置者に対する補助・・・・・・・・・・・・・・・13,286 千円
農産加工グループ育成事業補助（片側地区）・・・・・・・・1,325 千円
農家救済対策としてバレイショ葉面散布剤の購入補助・・・44,182 千円
鳥獣進入防止柵の整備補助・・・・・・・・・・・・・・・2,670 千円
荒廃竹林の整備を促進し、筍生産量の増加を図る・・・・・・200 千円
補助対象外の災害復旧経費・・・・・・・・・・・・・・・・4,649 千円
道路用地の未買収地を購入・・・・・・・・・・・・・・・・5,279 千円
急傾斜地（薄井、馬込地区）の崩壊対策事業・・・・・・・11,000 千円
獅子島小学校新築に伴う経費・・・・・・・・・・・・・・1,707 千円
汐見小学校校舎屋根防水工事・・・・・・・・・・・・・・2,520 千円
バレイショ霜害被害による就学援助・・・・・・・・・・・797 千円
人権教育推進のための調査研究（鷹巣中学校）・・・・・・・252 千円
長島町文化ホール増改築の追加工事（電気、機械設備）・・9,421 千円

主な事業

　平成24年度の一般会計補正予算のほか、国民健康保険、国民健康保険診療施設、
へき地診療施設、介護保険、簡易水道、漁業集落環境整備、特定地域生活排水、
水産種苗供給、後期高齢者の９特別会計補正予算を原案可決した。
　今回、計上された予算の主な事業は次のとおり。

天長フェリーへ航路補助

汐見小校舎屋根を防水工事

芝を張るピクニック広場

平成24年度の
一般会計予算に

総額105億9276万3千円

　

平
成
24
年
第
４
回
長
島

町
議
会
定
例
会
は
、
12
月

７
日
か
ら
18
日
ま
で
の
12

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　

平
成
23
年
度
長
島
町
決

算
を
認
定
し
、
平
成
24
年

度
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
２
億
５
６
５
６
万
６
千

円
追
加
、
総
額
１
０
５
億

９
２
７
６
万
３
千
円
）
や

特
別
会
計
補
正
予
算
、
長

島
町
文
化
ホ
ー
ル
増
改
築

本
体
工
事
の
工
事
請
負
契

約
変
更
、
長
島
町
立
学
校

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
レ
ジ
ャ
ー
ラ

ン
ド
太
陽
の
里
等
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど

議
案
23
件
、
承
認
1
件
を

可
決
、
陳
情
2
件
を
採
択

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
長
島
町
議

会
議
員
定
数
条
例
や
長
島

町
議
会
委
員
会
条
例
、
長

島
町
議
会
会
議
規
則
を
委

員
会
の
発
委
に
よ
り
一
部

改
正
し
た
。

定例会で決まったこと

長島町文化ホールの改修状況を調査する建設経済文教常任委員会
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議
会
委
員
会
条
例
を
改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
長
島
町

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
。

　

改
正
さ
れ
た
主
な
内
容
は
、

①
議
員
は
、
少
な
く
と
も
一
の
常
任
委
員
と
な

る
。

②
委
員
は
会
期
の
始
め
に
議
会
で
選
任
す
る
。

③
特
別
委
員
は
議
会
に
お
い
て
選
任
し
、
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
が
議
会
に
お
い
て
審
議

さ
れ
て
い
る
間
在
任
す
る
。

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

基
準
制
定

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
、

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
、
同
趣
旨

の
条
例
を
制
定
し
た
。

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
基
準
制
定

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
、
運
営
お
よ
び
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
た
め
、
同
趣
旨
の
条
例
を
制
定
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定

基
準

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
お
よ
び
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
、
同
趣
旨
の
条
例

を
制
定
し
た
。

水
道
事
業
の
基
準
制
定

　

水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
布
設
工
事
監

督
者
の
設
置
の
基
準
お
よ
び
布
設
工
事
監
督

者
・
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
の
基
準
を
定
め

る
た
め
、
同
趣
旨
の
条
例
を
制
定
し
た
。

長
島
町
会
議
規
則
を
改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
公
聴
会

や
参
考
人
に
関
す
る
こ
と
を
盛
り
込
む
た
め
、

長
島
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

　

衆
議
院
議
員
選
挙
等
の
費
用
１
２
３
８
万
９

千
円
を
追
加
し
た
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
を
、
専
決
処
分
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

町議会議員の定数を削減指定管理されるレジャーランド太陽の里

議
会
議
員
の
定
数
削
減

　

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
長
島
町

議
会
議
員
の
数
を
議
会
自
ら
の
提
案
に
よ

り
減
ら
す
た
め
、
長
島
町
議
会
活
性
化
調

査
特
別
委
員
会
（
池
田
廣
委
員
長
）
の
発

委
に
よ
り
、
長
島
町
議
会
議
員
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
長
島
町
議
会
の
議
員
定

数
は
16
人
か
ら
２
削
減
し
、
14
人
と
な
っ

た
。

　

こ
の
定
数
は
次
回
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太
陽
の
里
等
施
設
を

民
間
の
知
恵
と
活
力
で
再
興
す
る
こ
と
を

促
す
と
と
も
に
、
効
果
的
な
管
理
を
図
る

た
め
、
株
式
会
社
エ
ヌ
・
フ
ー
ズ
（
薩
摩

川
内
市
）
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す

る
こ
と
を
可
決
し
た
。

指
定
期
間
＝
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
平
成

30
年
３
月
31
日

平
成
23
年
度
長
島
町
決
算

　

第
３
回
議
会
定
例
会
で
決
算
特
別
委
員

会
へ
付
託
し
て
い
た
平
成
23
年
度
長
島
町

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算
を
認

定
し
た
。

債
権
の
放
棄

　

魚
待
養
殖
場
土
地
使
用
料
は
、
裁
判
所

が
財
産
を
差
し
押
さ
え
競
売
し
た
債
務
者

か
ら
、
町
債
権
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き

る
見
込
み
が
な
い
た
め
、
同
使
用
料
に
係

る
債
権
を
放
棄
す
る
こ
と
を
可
決
し
た
。

幼
稚
園
の
廃
園

　

長
島
町
立
城
川
内
幼
稚
園
の
廃
園
が
教

育
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

長
島
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
城
川
内
幼
稚
園
は
廃
園

と
な
っ
た
。

条
例
の
用
語
等
の
統
一

　

長
島
町
の
既
存
条
例
の
内
容
、
効
力
等

に
変
更
を
生
じ
な
い
範
囲
で
、
用
語
、
用

字
、
送
り
仮
名
等
を
統
一
し
た
表
現
に
す

る
た
め
、
長
島
町
条
例
の
用
語
等
の
統
一

に
関
す
る
措
置
条
例
を
制
定
し
た
。

認定条例条例

条例

平成 23 年度事業の現地調査（城川内港）債権を放棄する養殖場（火ノ浦）

条例規則承認

廃園となった幼稚園

その他

その他

定例会で決まったこと
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池
田　

廣  

議
員

一般
質問

災
害
対
策
を
問
う

池
田
議
員
　

１
、
消
防
団
員
対
策
は

①
団
員
の
確
保
は
。

　

高
齢
化
・
過
疎
化
が
進

む
中
で
今
日
消
防
団
員
確

保
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
分

団
も
あ
る
。
こ
の
団
員
確

保
は
。

②
機
能
別
団
員
の
創
設
は

　

人
口
の
減
少
、
高
齢
化

な
ど
で
団
員
の
定
員
数
を

確
保
で
き
な
い
場
合
で
も

消
防
団
と
し
て
の
経
験
を

も
つ
Ｏ
Ｂ
団
員
を
登
用
し

一
次
災
害
防
止
の
た
め
、

機
能
別
消
防
団
を
導
入
す

る
考
え
は
。

③
役
場
職
員
で
の
班
編
成

は
　

現
在
、
役
場
職
員
が
団

員
と
し
て
20
名
位
登
用
さ

れ
て
い
る
が
、
一
次
災
害

出
動
の
た
め
役
場
班
を
作

る
考
え
は
。

④
婦
人
消
防
団
の
組
織
創

設
の
考
え
は
。

２
、
防
災
マ
ッ
プ
の
取
組

は
　

著
し
い
地
球
環
境
の
変

化
で
生
態
系
す
ら
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
。
ゲ
リ
ラ

的
な
風
水
害
で
あ
っ
た
り

異
常
な
高
潮
災
害
は
、
い

つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
。「
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
」
の
ご
と
く

日
々
の
検
証
訓
練
が
い
か

に
大
切
で
あ
る
か
、
先
の

東
日
本
大
震
災
で
立
証
済

み
で
あ
る
。
本
町
で
の
防

災
マ
ッ
プ
作
成
状
況
は
。

答
弁
　
町
長　

１
、
①
現
時
点
で
は
、
団

員
確
保
は
で
き
て
い
る
状

態
で
あ
る
が
、
団
員
確
保

が
で
き
な
い
時
に
は
消
防

団
は
も
と
よ
り
後
援
会
町

民
の
皆
様
方
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

②
消
防
団
と
し
て
の
経
験

を
持
つ
Ｏ
Ｂ
団
員
を
活
用

し
た
制
度
の
創
設
に
向
け

て
研
究
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

③
役
場
班
と
い
う
よ
う
な

も
の
を
編
成
し
て
お
い
て

す
ぐ
出
動
が
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
と
る
べ
き
で
あ

る
が
、
消
防
団
と
の
兼
ね

合
い
が
う
ま
く
行
き
に
く

い
面
も
あ
る
の
で
消
防
団

が
積
極
的
に
そ
の
提
言
を

い
た
だ
け
れ
ば
取
組
ん
で

い
き
た
い
。

④
婦
人
消
防
隊
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
今
、
先
進
地

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
消

防
団
と
も
検
討
中
で
あ

る
。

2
、
全
戸
配
布
す
る
計
画

だ
っ
た
が
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
検
討
結
果
、
県
の

防
災
計
画
中
、
原
子
力
な

ど
の
修
正
案
が
年
度
末
に

完
成
す
る
見
込
み
で
あ

り
、
ま
た
、
避
難
道
路
や

一
時
避
難
所
な
ど
の
検
証

を
し
て
津
波
避
難
経
路

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る

と
こ
ろ
な
ど
か
ら
、
新
年

度
に
お
い
て
国
の
交
付
金

事
業
を
活
用
し
て
作
成
し

全
戸
配
布
を
考
え
て
い

る
。

獅
子
島
小
学
校
合

併
後
の
教
頭
2
人

制
の
考
え
は

池
田
議
員　

創
設
１
０
８

年
（
幣
串
小
）、26
年
（
獅

子
島
小
）
を
迎
え
る
両
小

学
校
が
、
3
月
に
は
閉
校

と
な
り
、
新
し
く
平
成
25

年
4
月
に
は
、
獅
子
島
小

学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
。
閉
校
に
向
け
て
着
々

と
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の

中
で
、
保
護
者
は
期
待
と

不
安
を
持
っ
て
い
る
。
県

教
育
委
員
会
の
判
断
で
あ

る
が
、
合
併
後
の
教
頭
2

人
制
に
で
き
な
い
か
伺

う
。

答
弁　

町
長　

教
育
長
と

一
緒
に
県
教
育
委
員
会
と

の
話
し
合
い
を
し
て
い
き

た
い
。

答
弁　

教
育
長　

2
学
級

に
な
る
と
教
頭
を
含
め
て

5
名
で
、
教
諭
は
4
名
と

な
る
。
主
要
5
教
科
の
担

当
教
諭
さ
え
配
置
さ
れ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
た

め
、
指
導
体
制
が
極
め
て

弱
く
な
る
。
10
月
に
県
教

育
委
員
会
に
行
っ
て
、
配

置
基
準
と
は
別
枠
で
獅
子

島
中
学
校
に
教
頭
を
配
置

し
て
も
ら
う
よ
う
要
望
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
検

討
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
の
で
期
待
し
、
今

後
と
も
機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

陳情

公
有
水
面
埋
立
免
許
の
出
願

　

獅
子
島
港
（
湯
ノ
口
地
区
）
の
港
湾
施
設
整

備
に
伴
う
公
有
水
面
埋
立
の
意
見
を
、
異
議
は

な
し
と
し
て
公
有
水
面
法
第
３
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
可
決
し
た
。

総
合
事
務
組
合
の
規
約
変
更

　

鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
が
共
同
処

理
す
る
事
務
の
一
部
に
係
る
組
合
市
町
村
に
西

之
表
市
を
加
え
る
こ
と
に
伴
い
、
鹿
児
島
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の

変
更
及
び
同
組
合
規
約
を
変
更
す
る
こ
と
を
可

決
し
た
。

事
務
組
合
の
規
約
変
更

　

経
費
の
支
弁
の
方
法
の
見
直
し
に
伴
い
、
北

薩
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
を
変
更
す
る
こ
と

を
可
決
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
配
備
撤
回

　

長
島
町
鷹
巣
の
大
田
慶
吾
氏
か
ら
提
出
さ
れ

た
「
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
配
備
を
撤
回
さ
せ
、

低
空
飛
行
訓
練
反
対
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に

つ
い
て
」
を
採
択
し
、
同
趣
旨
の
意
見
書
を
可

決
し
た
。

新築工事中の獅子島小学校

獅
子
島
小
新
築
工
事
の
契
約

変
更

　

獅
子
島
小
学
校
新
築
工
事
を
小
竹
・
長

崎
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
２
億
２

８
９
０
万
円
で
契
約
締
結
し
て
い
た
が
、

契
約
金
額
を
２
億
４
８
７
３
万
５
千
円
に

増
額
す
る
変
更
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を

可
決
し
た
。

文
化
ホ
ー
ル
増
改
築
の
契
約

変
更

　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
増
改
築
本
体
工
事

を
㈱
川
床
石
油
設
備
工
業
と
９
４
３
９
万

５
千
円
で
契
約
締
結
し
て
い
た
が
、
契
約

金
額
を
１
億
１
１
８
万
２
千
円
に
増
額
す

る
変
更
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
可
決
し

た
。

商
工
会
に
対
す
る
町
補
助
金

増
額

　

長
島
町
商
工
会
会
長
古
田
義
富
氏
か
ら

提
出
さ
れ
た
「
商
工
会
に
対
す
る
町
補
助

金
の
増
額
に
関
す
る
陳
情
書
」
は
、
独
自

の
事
業
展
開
を
充
分
検
討
し
、
商
工
会
の

活
性
化
や
本
町
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
、
補
助
金
増
額
の
要
望

書
を
提
出
す
べ
き
と
の
意
見
を
付
し
て
、

採
択
し
た
。

契約陳情

契約

改築中の文化ホール

その他

長島町商工会

4月開校の獅子島小
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　長島町議会の本会議は公開されて
いて、どなたでも傍聴することがで
きます。
　次回定例会は、３月上旬の開会を
予定しています。皆さんの傍聴をお
待ちしています。
　なお、役場ロビーや長島町ホーム
ページでも議会中継を見ることがで
きます。

３月上旬次回定例会は
開会予定です

林　

義
明  

議
員

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

を
利
用
し
た
観
光

客
誘
致
は

林
議
員　

本
町
の
豊
か
な

海
、
山
の
美
し
い
自
然
や

歴
史
的
文
化
遺
産
を
背
景

に
生
か
し
な
が
ら
、
石
積

み
花
壇
を
沿
道
に
整
備
し

て
、
花か

き卉
の
植
栽
、
管
理

を
行
い
、
環
境
美
化
を
図

り
、
交
流
人
口
の
増
加
と

景
観
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ
た

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
づ
く
り

事
業
が
、
平
成
23
年
に
鹿

児
島
県
景
観
大
賞
を
受

賞
。

　

こ
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

と
長
島
の
名
所
、
旧
跡
、

一
次
産
業
の
特
産
物
を
利

用
し
た
島
内
の
周
遊
観
光

対
策
は
考
え
ら
れ
な
い

か
、町
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

町
長　

長
島
観
光

Ｐ
Ｒ
事
業
に
よ
り
、
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
、
じ
ゃ
が

い
も
祭
り
、
焼
酎
祭
り
、

お
さ
か
な
祭
り
、
恵
比
寿

市
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
に
あ
わ
せ
た
ツ
ア
ー
、

み
か
ん
狩
り
な
ど
の
体
験

ツ
ア
ー
を
実
施
、
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
の
植
栽
整
備

も
進
め
て
い
る
の
で
、
今

後
も
町
内
を
周
遊
す
る
ツ

ア
ー
コ
ー
ス
を
設
定
し
、

主
要
な
観
光
資
源
と
し

て
、
研
究
し
取
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

自
治
公
民
館
チ
ャ

レ
ン
ジ
提
案
事
業

の
継
続
と
新
た
な

事
業
内
容
は

林
議
員　

平
成
22
年
度
か

ら
特
色
あ
る
集
落
づ
く
り

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
3
年
間
の
期
限

付
き
で
推
進
さ
れ
て
き

た
。

　

本
事
業
は
、
本
年
度
限

り
の
補
助
事
業
、
事
業
内

容
も
公
民
館
整
備
か
ら
郷

土
芸
能
、
継
承
事
業
等
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
の

で
、
25
年
度
か
ら
再
度
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

事
業
を
継
続
し
、
柔
軟
に

対
応
で
き
る
事
業
内
容
に

す
べ
き
と
思
う
が
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

答
弁　

町
長　

公
民
館
の

活
性
化
に
役
立
つ
と
各
地

域
か
ら
事
業
継
続
の
声
も

出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
3

年
間
を
統
括
し
て
、
負
担

率
の
問
題
、
広
域
的
な
内

容
の
問
題
、
公
的
団
体
の

取
り
扱
い
な
ど
地
域
の
活

性
化
対
策
に
役
立
つ
内
容

を
検
討
し
た
上
で
継
続
拡

充
の
方
向
で
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

じ
ゃ
が
い
も
ま
つ

り
の
開
催
内
容
は

林
議
員　

じ
ゃ
が
い
も
ま

つ
り
は
、
長
島
自
慢
の
バ

レ
イ
シ
ョ
収
穫
祭
と
し

て
、
祭
り
を
開
催
し
、
町

内
外
の
消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
に
よ
り
更
に
消
費

の
拡
大
と
知
名
度
ア
ッ
プ

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
本

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

バ
レ
イ
シ
ョ
は
町
内
に

１
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
か

ら
栽
培
さ
れ
、
町
の
基
幹

産
業
と
し
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
作
物
で
あ
り
、
ま

と
を
得
た
祭
り
と
思
う
。

　

し
か
し
、開
催
状
況
は
、

目
的
が
消
費
者
を
対
象
に

し
た
祭
り
の
た
め
か
町
内

の
生
産
者
が
少
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

今
後
、
祭
り
を
開
催
す

る
と
し
た
ら
、
生
産
者
も

含
め
た
祭
り
に
す
る
と
な

お
一
層
の
効
果
が
出
る
と

思
わ
れ
る
が
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

答
弁　

町
長　

バ
レ
イ

シ
ョ
は
出
荷
先
が
関
東
、

関
西
地
区
の
た
め
県
内
の

消
費
者
に
お
い
て
は
ま
だ

十
分
周
知
さ
れ
て
い
な
い

状
況
の
た
め
、
消
費
者
へ

の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
消
費
拡
大

等
知
名
度
の
向
上
や
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地

元
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
。

　

今
後
は
、
開
催
時
期
も

検
討
を
進
め
幅
広
く
Ｐ
Ｒ

し
、
消
費
拡
大
と
知
名
度

向
上
を
図
る
た
め
定
着
し

た
祭
り
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

時
期
的
に
は
早
春
バ
レ

イ
シ
ョ
、
春
バ
レ
イ
シ
ョ

を
含
め
て
、
ま
た
、
長
島

フ
ェ
ス
タ
と
合
同
の
祭
り

に
で
き
な
い
の
か
、
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
い
。

田
中　

正
隆  

議
員

憩
い
の
場
、
観
光

拠
点
づ
く
り
の
考

え
は　

田
中
議
員
　
本
町
中
央
部

に
位
置
す
る
大
中
岳
（
標

高
４
０
３
メ
ー
ト
ル
）
を

中
心
と
し
た
矢
獄
山
、
毎

床
、
春
木
ケ
丘
、
行
人
岳

を
結
ぶ
散
策
、
遊
歩
道
等

を
整
備
し
て
、
町
山
岳
地

帯
を
町
民
憩
い
の
場
、
観

光
拠
点
づ
く
り
の
考
え
は

な
い
か
。

答
弁　

町
長　

現
段
階
で

は
、
結
論
は
出
せ
な
い
状

況
で
あ
る
が
、
現
地
を
見

る
よ
う
に
す
る
。

5 月に開催されたじゃがいもまつり

大中岳山頂には、大きな石が多数並んでいる
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古
田　

一
博  

議
員

文
化
ホ
ー
ル
下
の

町
有
地
広
場
の
活

用
方
法
は　

古
田
議
員
　
文
化
ホ
ー
ル

下
の
広
場
の
１
階
を
、
屋

根
付
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
場
に
、
２
階
を
駐
車
場

に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

長
島
町
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
会
員
数
は
、

３
０
０
名
を
超
え
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
。
雨
の

日
、
夏
場
の
暑
い
日
、
い

つ
で
も
プ
レ
ー
で
き
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
を

建
設
し
、
町
民
の
健
康
増

進
、
技
術
向
上
を
図
り
、

余
暇
を
楽
し
む
娯
楽
施
設

と
し
て
活
用
で
き
な
い

か
。

　

ま
た
、
文
化
ホ
ー
ル
周

辺
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
あ
る

時
、
１
階
１
７
０
台
、
２

階
１
５
０
台
が
駐
車
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ

れ
、
駐
車
場
不
足
も
解
消

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

町
長　

文
化
ホ
ー

ル
下
の
広
場
は
、
正
規
の

運
動
場
で
は
な
く
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
駐
車
場
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。
文
化

ホ
ー
ル
周
辺
は
、
観
光
整

備
を
進
め
て
お
り
、
イ
ベ

ン
ト
集
客
力
が
伸
び
、
駐

車
場
が
足
り
な
い
状
況
で

あ
る
。

　

今
後
の
町
の
イ
ベ
ン
ト

の
あ
り
方
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
を
ど
う
す
る
か
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
含
め
て
、

施
設
整
備
を
ど
う
す
る

か
、よ
く
検
討
し
た
上
で
、

過
疎
地
域
促
進
計
画
に
盛

り
込
ん
で
い
く
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。

風
車
を
活
か
し
た

観
光
地
づ
く
り　

古
田
議
員
　
春
木
ケ
丘
か

ら
中
央
林
道
ま
で
は
、
通

行
止
め
で
あ
り
、
今
後
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
風
車

を
生
か
し
た
観
光
地
づ
く

り
を
進
め
、
春
木
ケ
丘
か

ら
毎
床
牧
場
ま
で
の
道
路

整
備
の
考
え
は
な
い
か
。

　

長
島
町
は
、
現
在
、
西

日
本
一
の
風
車
発
電
が
稼

動
し
て
お
り
、
春
木
ケ
丘

か
ら
風
車
に
沿
っ
た
尾
根

沿
い
の
途
中
に
、
花
の
公

園
と
し
た
も
の
を
し
っ
か

り
つ
く
り
、
毎
床
牧
場
の

風
車
公
園
ま
で
つ
な
ぐ
こ

と
に
よ
り
、
将
来
に
向
け

た
新
し
い
観
光
ル
ー
ト
が

で
き
、
長
島
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

答
弁　

町
長　

春
木
ケ
丘

か
ら
毎
床
牧
場
ま
で
の
道

路
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
の
観
光
振
興
と
し

て
大
き
な
視
点
か
ら
見
れ

ば
、
発
展
的
な
構
想
で
あ

る
。

　

風
車
を
活
か
し
た
観
光

道
路
だ
け
で
な
く
、
新
た

な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産

業
や
経
済
活
性
化
の
起
爆

剤
に
も
な
る
可
能
性
が
高

く
、
旧
両
町
間
の
連
絡
道

路
と
し
て
重
要
と
考
え
、

県
に
も
要
望
を
行
い
最
大

限
に
努
力
す
る
。

小
川　

武
男  

議
員

自
主
防
災
組
織
へ

の
助
成
と
避
難
所

の
充
実
を

小
川
議
員　

本
町
は
、
自

治
公
民
館
ご
と
に
自
主
防

災
組
織
が
あ
り
、
１
０

０
％
の
組
織
率
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
各
組
織
に
訓
練

や
非
常
食
・
非
常
用
具
を

常
備
す
る
た
め
の
助
成
の

考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
各
避
難
所
に
自

家
発
電
機
の
設
置
が
必
要

と
思
う
が
考
え
を
問
う
。

交
付
金
事
業
を
活
用

答
弁　

町
長　

自
主
防
災

組
織
は
、実
効
性
が
あ
り
、

機
能
す
る
組
織
と
し
て
い

く
こ
と
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
災
害
時
に
何
が
必

要
か
精
査
し
、
来
年
度
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
要
望
し
、
資
機
材
等
の

整
備
を
進
め
て
い
く
。
活

動
に
要
す
る
助
成
は
、
新

た
な
自
治
公
民
館
チ
ャ
レ

ン
ジ
提
案
事
業
な
ど
を
活

用
す
る
事
も
考
え
て
い

る
。

　

発
電
機
や
避
難
所
用
品

の
設
置
は
、住
民
の
安
心
・

安
全
を
考
え
、
主
な
施
設

に
は
必
要
性
を
感
じ
て
お

り
、
交
付
金
事
業
を
活
用

し
た
設
置
へ
の
取
り
組
み

を
指
示
し
て
い
る
。

東
分
遣
所
の
早
期

建
て
替
え
を

小
川
議
員　

東
分
遣
所
の

建
て
替
え
は
、
後
期
振
興

計
画
で
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
住
民
の
安
心
・
安
全

を
考
え
る
と
、
１
年
で
も

早
く
建
設
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
建
設
地
選
考
委
員

会
を
設
置
し
、
早
期
に
建

設
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

分
遣
所
建
設
地
検
討
委
員

会
を
設
置

答
弁　

町
長　

行
政
改
革

推
進
委
員
会
で
は
、
消
防

組
織
の
再
編
と
し
て
分
遣

所
の
統
合
、
ま
た
、
町
有

施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
で
は
、
東
分
遣
所
は
狭

く
老
朽
化
し
て
お
り
、
早

急
に
新
築
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

さ
ら
に
敷
地
も
狭
く
移

転
す
る
必
要
が
あ
る
と
答

申
を
受
け
て
お
り
、
12
月

中
に
第
1
回
の
検
討
委
員

会
を
開
催
す
る
。
検
討
に

際
し
て
は
、
地
形
的
な
状

況
や
道
路
事
情
や
各
地
域

へ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
・
タ
イ

ム
な
ど
を
考
慮
し
て
、
建

設
に
向
け
て
進
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

財
源
面
で
、
分
遣
所
の

建
設
に
は
補
助
金
が
出
に

く
く
、
防
災
セ
ン
タ
ー
で

あ
れ
ば
補
助
が
出
る
制
度

も
あ
る
の
で
、
今
後
の
研

究
の
課
題
で
あ
る
。

※
レ
ス
ポ
ン
ス
・
タ
イ
ム

＝
応
答
時
間

合
併
中
学
校
の
建

設
予
定
地
に
旧
長

島
高
校
跡
地
を

小
川
議
員　

平
成
29
年
4

月
か
ら
小
中
学
校
が
統
廃

合
し
、
新
た
な
体
制
で
ス

タ
ー
ト
す
る
が
、
中
学
校

に
つ
い
て
不
安
が
あ
る
。

最
終
段
階
で
、総
論
賛
成
、

各
論
反
対
で
は
問
題
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
以
前
も
質
問

を
行
っ
た
が
、
旧
長
島
高

校
跡
地
が
、
敷
地
面
積
・

施
設
の
状
況
・
位
置
・
町

民
感
情
等
を
考
慮
し
た
時

に
最
適
地
と
思
う
が
考
え

を
伺
う
。

生
徒
の
教
育
的
見
地
に

立
っ
て
取
り
組
む

答
弁　

町
長　

中
学
校
の

統
廃
合
は
、
既
存
の
中

学
校
を
活
用
す
る
場
合

と
、
他
の
方
法
が
考
え
ら

れ
る
。
基
本
的
に
は
生
徒

の
教
育
的
見
地
に
立
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で

あ
り
、
教
育
的
な
判
断
に

従
っ
て
決
め
て
い
く
。

答
弁　

教
育
長　

合
併
中

学
校
の
位
置
は
、
現
在
の

中
学
校
を
活
用
す
る
場
合

と
、
旧
長
島
高
校
を
活
用

す
る
場
合
が
考
え
ら
れ

る
。

　

現
在
の
中
学
校
を
活
用

す
る
に
は
、
ど
の
中
学
校

も
普
通
教
室
に
不
足
が
生

じ
る
。
そ
の
解
消
に
は
、

財
政
負
担
が
伴
う
の
で
、

町
長
部
局
と
協
議
を
重
ね

な
が
ら
、通
学
の
利
便
性
、

地
域
住
民
の
意
向
等
を
勘

案
の
上
、検
討
し
て
い
く
。

※
そ
の
他
の
質
問

①
課
の
再
編
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

②
学
校
合
併
後
の
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て

老朽化している東分遣所

駐車場やグラウンド・ゴルフ場として利用されている広場

− 14 −

長島町議会だより　第 27 号

− 15 −

長島町議会だより　第 27 号



■歳入
　会計年度における地方自治体等の収入
■歳出
　会計年度における地方自治体等の支出
■総務費
　全般的な管理事務、企画調整事務、財政
　事務、選挙事務などの経費
■民生費
　社会福祉、身体障害者、老人福祉、児童
　福祉などの経費
■衛生費
　保健事業、感染症予防、廃棄物処理など
　の経費
■農林水産業費
　農・林・漁業振興対策の経費
■土木費
　道路、橋りょう、河川、港湾、公営住宅
　などの経費
■消防費
　消火、防災防除、災害時被害軽減などの
　経費
■教育費
　教育委員会、小・中学校、社会教育など
　の経費
■公債費
　事業を行うために借り入れたお金の償還
　金

用語の解説

　

平
成
24
年
第
3
回
長
島

町
議
会
に
お
い
て
、
決
算

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
平
成
23
年
度
長
島
町
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
の
一

般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

の
決
算
審
査
の
経
過
と
結

果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、

10
月
30
日
か
ら
11
月
9
日

ま
で
、
現
地
調
査
を
含
め

実
質
5
日
間
、
審
査
を
実

施
し
た
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、

予
算
が
議
決
さ
れ
た
目
的

に
し
た
が
っ
て
適
正
に
、

そ
し
て
、
効
率
的
に
執
行

さ
れ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
行

政
効
果
が
発
揮
で
き
た

か
。

　

ま
た
、
今
後
の
行
財
政

運
営
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
改
善
、
工
夫
が
な
さ
れ

る
べ
き
か
等
を
重
点
に
審

査
を
行
っ
た
。

○ 

一
般
会
計

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会

計
の
決
算
状
況
は
、
歳
入

決
算
総
額
１
２
２
億
６
１

８
１
万
９
０
０
０
円
、
歳

出
決
算
総
額
１
１
６
億
９

１
３
４
万
円
、
歳
入
歳
出

差
引
額
は
、
5
億
７
０
４

７
万
９
０
０
０
円
で
、
実

質
収
支
額
は
、
5
億
５
９

５
３
万
２
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
実
質
収
支
額
に

は
、
平
成
22
年
度
か
ら
の

繰
越
金
5
億
６
３
７
３
万

２
０
０
０
円
が
含
ま
れ
て

お
り
、
平
成
23
年
度
の
実

質
単
年
度
収
支
額
は
４
２

０
万
円
の
赤
字
決
算
と

な
っ
た
。

▼ 

歳
入
の
決
算
状
況

　

町
税
の
収
入
額
は
、
8

億
８
１
５
７
万
７
４
５
４

円
で
調
定
に
対
す
る
収
入

率
は
、
97
・
４
％
、
歳
入

の
中
で
、
構
成
比
の
最
も

大
き
い
地
方
交
付
税
は
、

49
億
８
１
６
４
万
円
で

あ
り
、
歳
入
全
体
の
40
・

6
％
で
あ
る
。

　

町
債
は
13
億
４
３
２
０

万
円
で
、
前
年
度
に
対
し

て
1
億
７
３
６
０
万
円
の

減
額
で
あ
る
。

▼ 

歳
出
の
決
算
状
況

　

歳
出
の
大
き
い
の
は
、

第
1
表
の
と
お
り
で
（
目

的
別
に
は
）
農
林
水
産
業

費
の
24
億
８
１
０
７
万

円
（
21
・
2
％
）
民
生
費

の
23
億
４
２
７
６
万
円

（
20
％
）
土
木
費
の
16
億

３
０
４
３
万
円
（
14
％
）

公
債
費
の
16
億
２
２
０
５

万
円
（
13
・
9
％
）
総
務

費
の
15
億
３
６
９
４
万
円

（
13
・
2
％
）
の
順
に
な
っ

て
い
る
。

　

決
算
年
度
末
の
基
金
積

立
高
は
、
44
億
８
２
８
万

６
０
０
０
円
と
な
っ
て
い

る
。
各
種
財
政
指
数
は
、

財
政
力
指
数
0
・
18
％
、

実
質
公
債
費
比
率
は
、

10
・
1
％
、
経
常
収
支
比

率
は
、
標
準
と
さ
れ
る

平成23年度　決算を審査

農林水産業費
24 億 8107 万円
(21.22% )

民生費
23 億 4276 万円
(20.04% )

土木費
16 億 3043 万円
(13.95% )

公債費
16 億 2205 万円
(13.87% )

総務費
15 億 3694 万円
(13.15% )

教育費
8億 827 万円
(6.91% )

衛生費
6億 2893 万円
(5.38% )

消防費
3億 387 万円
(2.60% )

議会費
1億 3202 万円
(1.13% )

商工費
1億 3045 万円
(1.12% )

災害復旧費
7455 万円
(0.64% )

Ｈ 23 年度一般会計
歳出総額

116 億 9134 万円

一
般
会
計
歳
出
の
状
況
（
目
的
別
）

◎
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長　

川
上
　
勇

決算特別委員会の審査報告

75
％
を
超
え
て
85
・
６
％

と
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
る
と
い
え

る
。

○ 

特
別
会
計

　

特
別
会
計
の
決
算
状
況

は
第
2
表
の
と
お
り
。

▼ 

財
政
管
理
の
状
況

　

土
地
、
建
物
、
物
品
、

基
金
等
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
に
従
っ
て

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い

る
。

▼ 

現
地
調
査

　

行
人
岳
線
道
路
改
良
事

業
他
14
件
に
つ
い
て
調
査

し
た
。
町
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
、
社
会
資
本
整
備

に
努
め
、
そ
の
成
果
が
上

げ
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し

た
。

▼ 

ま
と
め

　

今
後
の
財
政
運
営
に
つ

い
て
、
景
気
回
復
の
兆
し

が
見
ら
れ
な
い
中
、
限
ら

れ
た
財
源
で
の
効
率
的
な

事
業
推
進
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
事
業
の
優
先
順
位

の
明
確
化
に
よ
る
効
果
的

な
予
算
支
出
や
費
用
対
効

果
の
検
証
な
ど
、
行
財
政

改
革
を
継
続
し
て
推
進
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
。

　

最
後
に
委
員
会
の
意
見

と
し
て
、
長
崎
鼻
灯
台
公

園
は
、
遊
歩
道
や
植
栽
事

業
な
ど
景
観
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
交
通
の

利
便
性
を
高
め
来
訪
者
の

増
加
を
図
る
た
め
、
国
道

３
８
９
号
か
ら
の
進
入
路

の
整
備
を
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
。

　

財
政
に
関
す
る
調
書
の

有
価
証
券
（
株
券
）
の
う

ち
、
株
式
会
社
シ
ン
ワ

フ
ー
ズ
に
係
る
有
価
証
券

１
７
５
０
万
円
に
つ
い
て

は
、
無
価
値
で
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、
適
正
に
整

理
す
べ
き
と
の
意
見
で

あ
っ
た
。

　

以
上
で
、審
査
を
終
り
、

採
決
の
結
果
、
平
成
23
年

度
長
島
町
決
算
は
、
決
算

書
の
と
お
り
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

会　　　計　　　別 歳 入 総 額 歳 出 総 額 翌 年 度 へ
繰越べき財源 実質収支額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,223,082,396 2,037,655,232 0 185,427,164
国民健康保険診療施設特別会計 435,291,058 418,377,109 0 16,913,949
へ き 地 診 療 施 設 特 別 会 計 68,282,934 59,707,879 0 8,575,055
介 護 保 険 特 別 会 計 1,126,483,104 1,028,670,536 0 97,812,568
簡 易 水 道 特 別 会 計 434,898,727 406,568,470 0 28,330,257
諸 浦 港 埠 頭 特 別 会 計 10,769,964 4,016,126 0 6,753,838
農 業 集 落 排 水 特 別 会 計 74,891,872 70,818,207 0 4,073,665
漁 業集落環境整備特別会計 52,917,928 51,829,839 0 1,088,089
特定地域生活排水処理特別会計 76,499,064 72,867,274 0 3,631,790
水 産 種 苗 供 給 特 別 会 計 36,335,560 20,983,008 0 15,352,552
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 120,414,865 120,225,831 0 189,034

合　　　　　　　　計 4,659,867,472 4,291,719,511 0 368,147,961

※金額の欄は、各項目とも円単位で計算した額を千円未満四捨五入して計上しているため、合計額等が一致しない場合がある。

第 2表　収支の状況（実質収支額）
第 1表　

（単位：千円）

※この報告は、一般会計・特別会計の状況を記載しており、普通会計の概要を掲載してある広報ながしま１月号の報告数値とは異なる。

平成 23 年度に改良された小田海岸線を現地調査
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常任委員会の審査報告
▼
総
務
課
関
係

問　

総
務
管
理
一
般
経
費

28
万
８
０
０
０
円
の
内
容

は
。

答　

城
川
内
沖
座
礁
船
撤

去
に
係
る
旅
費
を
臨
時
に

支
出
し
た
た
め
不
足
が
生

じ
、
補
正
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

弁
護
士
へ
の
成
功
報
酬

は
、相
手
方
に
町
や
漁
協
、

地
元
住
民
に
対
す
る
損
害

賠
償
を
求
め
て
お
り
、
そ

の
中
に
成
功
報
酬
も
含
ん

で
い
る
。

問　

多
機
能
型
消
防
車
は

ど
こ
に
配
備
す
る
の
か
。

答
　
日
本
消
防
協
会
か
ら

長
島
町
消
防
団
に
対
し
て

の
寄
贈
で
あ
る
が
、
東
分

遣
所
に
配
備
し
て
使
用
す

る
。

▼ 
企
画
財
政
課
関
係

問
　
自
治
公
民
館
チ
ャ
レ

ン
ジ
提
案
事
業
の
実
施
状

況
と
今
後
の
予
定
は
。

答
　
31
公
民
館
か
ら
37
件

７
６
０
万
円
の
事
業
申
請

が
あ
り
、
申
請
総
額
が
１

０
６
１
万
４
０
０
０
円
と

な
り
、
不
足
す
る
も
の
。

主
な
事
業
は
公
民
館
の
改

修
、
太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
、
竹
林
伐
採
、
花
壇

の
設
置
等
で
あ
る
。

問
　
離
島
航
路
維
持
に
対

す
る
補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
天
長
フ
ェ
リ
ー
航
路

対
策
補
助
金
８
２
３
万
６

０
０
０
円
で
あ
る
。
補
助

は
定
額
で
は
な
く
交
付
要

綱
を
定
め
算
出
し
て
い

る
。

　

今
回
は
、
平
成
23
年
度

分
の
欠
損
額
に
よ
り
役
員

報
酬
を
除
き
補
助
す
る
。

来
年
度
は
、
航
路
診
断
を

行
な
う
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
航
路
の
再
編
を
含
め

て
検
討
を
進
め
る
。
合
せ

て
、
国
ま
た
は
県
の
補
助

航
路
に
で
き
な
い
か
検
討

す
る
。

▼  

保
健
衛
生
課
関
係

問
　
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
で
、
住
宅
改
修
費
３

０
０
万
円
、
手
数
料
50
万

円
、
特
定
入
所
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
１
３
０
０
万

円
増
額
の
内
容
は
。

答
　
住
宅
改
修
は
、
新
規

申
請
お
よ
び
介
護
度
の
重

度
化
に
よ
り
増
え
て
い

る
。
手
数
料
は
、
新
規
申

請
の
増
加
に
伴
い
主
治
医

へ
の
意
見
書
作
成
依
頼
が

増
え
て
お
り
、
作
成
手
数

料
は
依
頼
区
分
で
金
額
は

違
う
が
、
新
規
は
1
件
当

た
り
５
０
０
０
円
で
あ

る
。

　

新
規
施
設
「
さ
ざ
波
」

の
サ
ー
ビ
ス
費
の
予
測
が

つ
か
ず
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
費
か
ら
特
定
入
所
者

サ
ー
ビ
ス
費
へ
の
組
替
え

を
行
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。

▼ 

町
民
福
祉
課
関
係

問
　
障
害
者
自
立
支
援
給

付
費
１
３
８
万
円
の
内
容

は
。

答
　
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
障
害
者

（
児
）
が
、
身
体
障
害
者

施
設
、知
的
障
害
者
施
設
、

療
養
介
護
施
設
等
に
入
所

ま
た
は
通
所
し
、
治
療
、

養
護
ま
た
は
更
正
に
必
要

な
指
導
お
よ
び
訓
練
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

▼ 

診
療
所
関
係

問
　
獅
子
島
診
療
所
の
医

薬
材
料
費
が
増
え
て
い
る

が
現
況
は
。

答
　
火
曜
日
と
金
曜
日
の

週
2
回
、
鷹
巣
診
療
所
よ

り
医
師
等
が
出
向
い
て
診

療
に
あ
た
り
、
1
日
50
人

位
の
患
者
が
あ
る
。ま
た
、

在
宅
往
診
も
行
い
好
評
で

あ
る
。

▼  

委
員
会
所
見

　
空
き
家
改
修
事
業
は
、

古
い
家
の
再
生
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
地
域
の
定
住
促

進
が
図
ら
れ
、
地
域
の
活

性
化
に
も
繋
が
り
、
事
業

効
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
事
業
費
の
見

直
し
も
必
要
で
は
な
い
か

と
の
意
見
も
出
た
。

　

川
床
診
療
所
は
、
患
者

が
1
日
に
２
、
３
人
で
経

営
的
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
今
後
は
地
域
住
民
の

理
解
と
協
力
を
得
て
、
経

営
改
善
を
図
っ
て
ほ
し

い
。

▼ 

水
道
課
関
係

問　

浄
化
槽
は
、
平
成
24

年
度
何
基
設
置
さ
れ
る
予

定
か
。

答　

例
年
80
基
前
後
で
あ

る
が
、
今
年
度
は
、
１
２

３
基
と
な
っ
て
い
る

問　

漏
水
等
は
、
ど
こ
の

地
区
が
多
い
の
か
。

答　

本
年
度
11
月
末
現
在

に
お
け
る
漏
水
は
、
１
１

６
件
発
生
し
て
お
り
、
主

に
、
鷹
巣
、
浦
底
地
区
が

多
い
。

▼
農
林
課
関
係

問　

バ
レ
イ
シ
ョ
の
農
家

救
済
対
策
に
つ
い
て
、
薬

液
散
布
を
し
て
効
果
が

あ
っ
た
事
例
は
あ
る
か
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
、
普
及
所
等

の
意
見
を
聞
い
て
の
施
策

か
。

答　

長
島
の
土
壌
に
は
カ

ル
シ
ウ
ム
が
不
足
し
て
い

る
の
で
、
葉
面
散
布
を
し

て
樹
勢
を
強
く
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

支
援
策
に
つ
い
て
は
、

県
、
Ｊ
Ａ
、
集
荷
業
者
、

生
産
者
代
表
で
組
織
す
る

農
業
振
興
推
進
協
議
会
を

開
催
し
て
、
支
援
策
を
決

定
し
た
。

　
▼ 

教
育
総
務
課

問　

汐
見
小
学
校
の
雨
漏

り
対
策
は
ど
う
し
て
い
た

か
。

答　

平
成
24
年
度
当
初
予

算
で
計
上
し
た
が
、
雨
漏

り
の
被
害
が
大
き
く
な

か
っ
た
た
め
見
送
っ
て
い

た
。
今
年
度
は
、
例
年
に

比
べ
雨
の
日
が
多
く
、
校

舎
の
維
持
に
支
障
が
出
る

と
考
え
、
今
回
の
補
正
予

算
に
計
上
し
た
。

▼ 

社
会
教
育
課
関
係

問　

文
化
ホ
ー
ル
改
修
事

業
で
、
今
回
の
増
改
築
の

内
容
と
完
成
時
期
は
。

答　

工
事
内
容
は
、
2
階

ト
イ
レ
の
電
気
工
事
や
便

器
手
洗
い
な
ど
の
工
事
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
に

映
像
、
音
響
設
備
を
新
設

す
る
工
事
、
憩
い
の
部
屋

な
ど
蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

替
え
る
工
事
で
、
2
月
15

日
が
工
期
と
な
っ
て
い

る
。

▼ 

景
観
推
進
課
関
係

問　

作
業
員
が
、
私
有
車

を
作
業
に
使
っ
て
い
る
場

合
が
あ
る
が
、
燃
料
費
等

は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答　

建
設
課
と
も
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
、
私
有
車
を

使
っ
た
場
合
、
走
行
距
離

７
㎞
に
対
し
て
１
４
６
円

を
支
払
っ
て
い
る
。

▼  

水
産
商
工
課
関
係

問　

レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太

陽
の
里
は
、
指
定
管
理
者

の
契
約
ま
で
に
早
急
に
修

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

個
所
が
あ
る
の
か
。

答　

平
成
23
年
度
に
温
泉

セ
ン
タ
ー
施
設
調
査
に
つ

い
て
専
門
業
者
に
見
積
依

頼
を
し
、
修
繕
を
要
す
る

箇
所
が
７
０
０
０
万
円
程

度
あ
が
っ
て
き
た
。

　

町
と
し
て
は
緊
急
を
要

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
当
初
予
算
で

１
０
０
０
万
円
を
計
上
す

る
予
定
で
あ
る
。あ
と
は
、

年
次
的
に
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

▼  

陳
情

　

陳
情
第
9
号
「
商
工
会

に
対
す
る
町
補
助
金
の
増

額
に
関
す
る
陳
情
」
に
つ

い
て
、
本
町
に
お
い
て
も

商
工
会
の
活
性
化
は
重
要

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
商
工
会

も
今
の
現
状
や
こ
れ
か
ら

3
年
、
5
年
先
を
見
据
え

た
、
独
自
の
事
業
展
開
を

十
分
検
討
し
、
商
工
会
の

活
性
化
や
さ
ら
に
本
町
の

活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
な

対
策
を
講
じ
て
、
補
助
金

増
額
の
要
望
書
を
提
出
す

る
よ
う
全
委
員
の
意
見
。

　

陳
情
第
9
号
に
つ
い
て

は
、
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

▼  

委
員
会
所
見

　

県
単
治
山
事
業
（
ミ
ニ

ダ
ム
）
の
現
地
調
査
で
、

ミ
ニ
ダ
ム
の
建
設
に
つ
い

て
、
干
ば
つ
時
の
水
不
足

を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

本
町
に
も
是
非
必
要
な
施

設
で
あ
る
の
で
、
今
後
も

こ
の
よ
う
な
事
業
は
進
め

る
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。

　

本
町
に
お
け
る
浄
化
槽

の
管
理
面
で
、
現
在
個
人

型
設
置
と
市
町
村
設
置
型

の
2
つ
の
管
理
体
制
が
あ

る
が
、
こ
の
管
理
体
制
を

一
本
化
で
き
な
い
か
。

　

農
家
救
済
対
策
補
助
に

つ
い
て
、
バ
レ
イ
シ
ョ
は

町
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で

あ
り
、
取
扱
高
も
多
い
の

で
、
町
と
し
て
も
Ｊ
Ａ
に

働
き
か
け
を
す
べ
き
と
の

要
望
が
あ
っ
た
。

委
員
長
　
小
川
　
武
男

委
員
長
　
下
塩
見
　
浩

厳しい運営状況の川床診療所商工会陳情の説明を受ける常任委員会
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◇
編
集
後
記

　

こ
れ
ま
で
表
紙
と
最
後
の
紙
面
だ
け

が
カ
ラ
ー
写
真
で
あ
っ
た
「
議
会
だ
よ

り
」
が
、
去
る
９
月
定
例
会
報
告
よ
り

全
部
の
写
真
等
が
カ
ラ
ー
刷
り
と
な

り
、
大
分
見
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

聞
き
な
が
ら
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り

を
編
集
委
員
一
同
目
指
し
ま
す
。

　

バ
レ
イ
シ
ョ
の
作
付
け
も
進
み
、
ビ

ニ
ー
ル
の
被
覆
で
真
白
な
畑
に
早
変
わ

り
し
ま
し
た
。
暖
か
い
日
差
し
と
と
も

に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
芽
だ
し
作
業
が
忙
し

く
な
り
ま
す
。

　

足
早
に
訪
れ
る
春
と
と
も
に
、
本
町

の
基
幹
産
業
の
す
べ
て
が
活
性
化
し

て
、
所
得
の
向
上
が
図
ら
れ
、
豊
か
な

町
に
な
り
ま
す
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
上
）

【
編
集
責
任
者
】
植
元　

敏
光

【
編
集
委
員
長
】
林　
　

義
明

【
編
集
副
委
員
長
】
古
田　

一
博

【
委　
　
　

員
】
川
上　
　

勇

　
　
　
　
　
　
　

福
永　

伸
親

　
　
　
　
　
　
　

石
橋　
　

束

長
島
議
会
だ
よ
り

第
27
号

　長島の「焼酎」と「海の幸・山の幸」を味
わってもらうイベント『焼酎まつり　よいま
い』が 10 月 20 日、サンセット長島前駐車
場で初めて開催された。
　同日は、町内外から約 1100 人が会場に詰
めかけ、焼酎を片手に魚の姿焼きや干物、そ
うめんなどをほおばりながら、歌や踊り、太
鼓を楽しんだ。
※よいまい＝集まれ・酔う・舞という意味

　７回目を数える長島トライジョギング大会が
10 月 28 日、サンセット長島前を発着点として
開催された。
　大会当日は、1.5 キロ、３キロ、10 キロの３コー
スに約 850 人が参加。自己記録更新を目標に快
走する参加者や親子仲良く触れ合いながらゴール
を目指す参加者、ユニークな衣装に身を包み注目
を集めながら駆け抜ける参加者など、思い思いの
ペースで長島路を満喫していた。

長島に集まって、酔って舞おう

思い思いのペースで長島路を満喫

平
成
25
年
２
月
発
行

歌に踊りに盛り上がった会場

号砲とともに飛び出した参加者
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